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遠賀川の流域連携に向けて
原口 公子
NPO=人 違賀川流ti民 の合■■長

はじめに
t賀 1は ,同県の中―|.7現■の馬

'と

山を源流とし 筑豊
平■を貫流し、彦山川をllめ ,支川と合流して 本海の響
班にl■ ぐ、7・ T長 61 lmの 1級河川である.流成人口 62万人

響龍

´ヽ _三

=三
●・ 方市

這賀 流
'□

に流から ド流まで主

に農業H水、水道H
水として■ り

'Eし

取

水されており、フし

'11のl lll河 Jの で景も人
口密度が高く、下」:占用

車が高い.流域には

文川も含め 80余 りの

河川愛護回llがな,り

人と・・ 関わりが密接で

あること71け 休共に

よ′tているのかもしれ

ない.

歴史
t賀川流
"の
歴史は古く 現在の河 吉Fよ りもに流に

辿った背の沿

"成
にま多くの貝塚跡が確認されている.T

流′,水巻日r立屋敷は稲作イじIの・Lと 言わ|しており、■lJけ

代の

'i賀

川t器が多く発掘されている。今でも、河Л敷を

散サする人が、■器のカヨナ|,を 見つけることがあると聞く.

流 l■lの各所には多くの吉Jがあり、中でも工″占■は1育

松塚吉墳に次ぐ

''"古
項のひとつである.地理的にも大陸

に近く人きな影響を受けている。

769年に上流部の嘉麻 |に全国で1「  のlF仲社が,iさ
れている。江戸′ IIlに このイ0社付 FTを 流れる月に

'が
遡 に

してきたとの記録も城されており、現在も毎年 12月 13

には献

'1祭

が催されている.ま た、支川の彦 川源流の英
彦山は、古くから霊 として知ら1■、11世 lL■ に ま修 FI

のlLと して栄えた。

上賀
'流
域は肥沃な土lLと 豊かな水 |こ より晟倉地市が広

が っており、平安時|ヽか¨性t物 を11で延んでいた。口:戸

時代、この地を治めた黒H浩は、河川改修と先豊からの物

資1屹送、日IΠへのTl水等を目FIと して、地賀川から直接洞

海湾 |こつなぐ堀川の建設に取りかかった。延長 21 lm余 り

の運河の建設には、工手が中LFlし た円11・|も 含めて 240年の

t'1を 費やした.I「戸の人川になるとlF"では、坑■炭田

でlT掘 された石炭は、江戸内海の塩回の黙料用に、明治け

fヽになるL日 本の近ttiヒ を支えるための大幅製鉄Frの溶拡

ルの,|+と して "ひ らたによって盛んに延搬されるよう
になった。最盛 lllに は 8000艘 をl・ える|ひ らたが遼賀川

を下ったと言わ1■ る。この時イヽの日川ljの  本作兵術の■
■画 まЦ界記憶造産に また中間■にあるt賀

'か
らの取

水ボン
'場
まし昇近代化世産に登録されている.

F旱言:=FE=と 世界近に■11=こ●

水質の悪化と流域住民の取り組み開始

■豊の石炭景気が石i由 にTlつ て薔られ

'・

llし ていくと、

速賀川は洸

':水

によってせんぎい川と言わ
'■

たころより見

力■,ま良くなったものの 流載の都市化に十う家庭排水に
よる,■ ‐lが進んできた. 目■

'(地

の中には赤■,建回
`も出るなど財政」|に ひっ迫し 「 ′処 理

'LIた

の普及か 1ヽ面に

す壁れており 現在でも景 F流のJし
'し

」市 水巻町 芦屋町
で ,0%以 Lの普及+を 示しているものの 上中流の飯´
■から直方「  下ittr7 Ⅲ l.l rlで 約 30ヽ 70'0 そネし以タトは
今後下水道嗅設の訓画 ま

'く

大十が■lL措に頼っている.

しかも ,民の言言|イしのため rヽ■ィヒ措設置も卜水道接続も容

易には進んでいない.

このような1人

'兄

を背景に 1988年 、飯塚「 で

''[な

川に

Hを 向けきれいにしようという「I Love tii川 Jが設立さ

れ、1青■活動を開始した.その思いは流域の各地によがり

1990年 に「I Love嘉 徳 J、 1991年 に「I Love■波
"J

1992年 「I Lo,c彦 |IⅢ  l''4年 に直方市、中間「  水
巻町、芦屋町と広が ,́て いった.1995¬ :に ,ま これら各IL

・lで活動している団体が集まり、第 1111遺 賞‖流域活動

報,i会 Jが回
"市
でけう催された.これ以, 流 l・kの各都市

がliち 回りで11告会 時JI交換会を開イビしてきた.し かし

|・lり,の活動ではlF界があるとの思 t｀ から 2001年  第 7
回北

'し

州市でのlilイエ時に流域で■動して1ヽ る画llが■集

し 今後は●1,川の

“

イヒ[向 十て 1流すら「 流のソ、たちが

共に手を携えて1'り 組んで

'く

ことを青 t.、
~ヽ
PO法人t

賀‖流域住民・・ 会_;1●●言を
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ネ本である.

参力!「 体のいくつ

力・を相介すると、 に
枡:では浙i記●の1ユ‖

|メ」を行って,ヽ る「源

流の森づくり■L会
議J「 t賀 1源流サ
ケの会JIま ||ケ のt
魚を育て ,1ヽ 流

流域連携事業

「■|:川流域住](の 会 ,,現■の任成|ま、28回■ ‖」人
となって,ヽる.イは体は地7Eで 1舌動をしつつ全体でのh幸,
■l・  1舌動を行う、漱やかな+今休として,舌動することが

150名の参力]を 得た.20¨ 11に 1ま ,■ 1,I ti円する口|■者に

ll ll‐ して年にごとの
「
更を菩t.た「速賀| もっと¬りたい

た賀‖にを,1谷 ビ九州大学名誉ユ■の常|ケによ|`し行した.

2011■ からは「涼洲tの森■■応

'「
Jと して ,■流つ嘉,

地区の11ホ■刊Fプロジェクトを地元高t■と,いこ
`fっ

ている.

2008年 から回交省itth i可川■■■ II■力をイ]で 隔年

ごと|=流域′,市口1:す長の参+を 肛い 洲[戌住民との意兜交
操を,う 「t賀 川

“

し成リー′―サミットJを IHI出 して,ヽ る.

こ1■ を,|十て十年の2119■ から「卜の地Fi l  i清 掃_

が開始さ,t ttl・l●体で,年十11,,ブ、のたたちにより31
トン 1,1ふ ゴミが日1ス されている.2112年  敲塚市で開
1=した千3国十ミットでは、流Ⅲの22の全での市F」 11■

福●県,「 +、 ■賀川1川
=“
所卜が集まり

「
なるtFilを

よう■しく議 |√,十てる川として次口itに Jき #く とした

■貫
'流
域●言Jが発去さイした.こ の■、t賀 1河 ,事

●Frは  これまで行.,て きた流域4地での■■‖企や河|
の自スト上の収 |■■にヽして、流域全体をillした,せ

=
●取りll=「 ,二■ におけ/.■態系ネットヮーク,レ ■J■
業を2015年からil始 した.

域の1,20回 体 2000人 ●)lliF靡

'Jや

小十上によりllⅢl会

が行われてい/.‐ 上中流√)中心It放塚市は、「]しove t賀
11の イさIの lLであ |、 11年  1000人余りの市民、企業
等が+ま リゴミ」合い●閂tし ている.

また、かつてt賀」で石
"tを

過ぶli十人ll lJIひ らた,

を正・ .製造した「111彙作II究会_ ま イベント■で■船
体Ⅲ会を■iし 多くの参|「十を楽しませてt'る .「流の中
‖市では,1岸に多くのWの |ま りをたて ,1く と。)●働|`■を

続けている |すがま三十ltふ llあ いの会J 遠賀JI可日から
12 kmの よ也点にある 日の貴重な■1カを円生し守ろうとlt,I
された「中鳥自然,生陥i二会J「 1'tJ水辺の■●道常陥
議会Jは、近 ,の小学生へのカメーl■験 」く・● ■II.l全
等の■背i占勁を行っている.支

'Ⅲ
彦」Jの に流添口的に

はlLttt惧●であるアカザが■意しており J日栞●と■し

て小学■を中 しヽにアカ■
tを
合めた法水魚両仝や清掃活動

地強会を開イ|し てい/.~ア カすを守る会 1小 ■十の環境
11習 を中心に河川■譜:■動をイ|っ ている「円川お・るヽと|

●くり交i記会Jな どがある.

本会設上の日|,である,t11でヽljLする活動として これま
で■地域持ち回,の情引崚 ,会開催をはじめ、2002年から
11完′,■■j也戌団lT、 古E口∫の名力つもと「古屋 若否
,■ 11-ン キャンペーン|を 開始した.辻賀川はひとつ、
■  ■をスコーカンに実施するこのイベントま20S年に″
:「 ■■ti li■ F)住民、小中高校上 企業 自h体与詢

■ 31亘■lテ , 一, J=,ト

更なる流域連携に向けて
2018年 の■ 1回「道11 流域リーダーサミット||よ、所t

成で指定さ|している4つ■)i可川脇力団体が集拮して i11:さ

れた. ここでは 1を 11に 流域の自i llつ‖を超えた地域
づく|について意見交|にを

`,´

,た .~t賀 1流収■民の会J
で|ま このサミットで,,1占果を受けて ttilの 川ヽ:をま|り
ヽ来の´を十り、そのための■体朱を提案していこうと勉

強会を,H始 した.∴戌の河川′,1人 )」 も含め、L史や‖1の■
■を,「るための讚事会の|‖■  頃から地域で活動してい
る地域市1性化″議会、公l‐●活動 行lttH当者との意見交
換、■Ifを 図ることこより地域r)● IJを 十し ヽ1言■るこ
とである.

流域がt合 ||う・つ一体的に■T■ されるこLを lJIと した
2011年 lLttr)「水術環i本法_|`tL t賀 1流●

=i占
動する住民の上場から昴:収が壇|:し て|● くり、1也式づく
りをi笙めていきたいと噸 ってtヽ る.
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